
 
 

  
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際農林水産業研究センター 

テクノロジー・ショーケース 
― サブサハラアフリカ ― 



はじめに 

1993 年に日本政府により、多国間協力とパートナーシップの関係強化を通じ、アフリカの開発や平和と

安定を促進することを目的に開始されたアフリカ開発会議（TICAD）も、2022年 8月で 8回目を迎え

ます。アフリカの発展には、主要な産業である農業の発展が不可欠ですが、紛争・気候変動・COVID-19

で悪化した経済の減速と低迷により、食料安全保障と栄養改善の実現に向けた活動は必ずしも軌道に

乗っていません。食料栄養安全保障のためには、短期的な人道的支援にとどまらず、長期的には、農業と

関連部門への投資を行い、気候変動や紛争、経済の低迷や減速によるショックへの強靭性を構築する必

要があります。 

アフリカの多くの国は慢性的な農業生産性の低迷に直面していますが、その背景には、アフリカに特徴的

な風化土壌に起因する乏しい養分環境や、農業用水の有効活用・維持管理技術の不足、多様な土

壌・気候・社会条件からなる生産環境と、多様な作物に対する育種の課題等、重層的な課題があります。

国際農研は、我が国の農林水産業研究機関の中でも、長年にわたりアフリカ農業生産性の向上に資する

技術開発のために、この地域の様々な研究機関との国際共同研究を推進してきました。 

本ショーケースは、近年国際農研が実施した共同研究の成果を中心に、アフリカ地域において持続的

農業集約化と食料栄養安全保障への貢献が期待される技術をとりまとめたものです。言うまでもなく、土

壌・気候・社会経済条件から極めて多様なアフリカ小規模農業システムにおいて万能（one-size-fits-

all）の解決策はなく、基本的な技術が開発されていても、実装のためには環境の異なる国・地域ごとに技

術の最適化や調整が必要です。本ショーケースに掲載される技術が、アフリカ地域の行政官、研究者、普

及担当、農業者、民間セクターを含む多様な関係者の参考となり、アフリカ地域の諸国における食料シス

テムの変革の一助となれば幸いです。
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テクノロジーショーケースについて 
 

本ショーケースは、以下のように構成されています。 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

問合せ先︓国立研究開発法人国際農林水産業研究センター 
情報広報室 email: koho-jircas@ml.affrc.go.jp 
 

テクノロジー・ショーケース －アフリカ－ Af-2

養分欠乏下で高い生産性をもつ水稲新品種のリリース

リン欠乏耐性に優れた品種と熱帯の多収品種 IR64との交雑後代

から選抜、育成されたマダガスカルの水稲新品種 (FyVary32と
FyVary85 ）は養分欠乏下でも高い収量性をもつ。

概要

背景・効果・留意点

アフリカの多くの水田では、リン欠乏をはじめとする土壌や肥料

からの養分不足が水稲の生産性を著しく阻害している。リン酸吸

収を増大させるPup1遺伝子座（染色体領域）やリン欠乏環境でも

優れたリン吸収能をもつ在来インド型イネ品種 DJ123などの遺伝

資源を活用し、マダガスカルの農家圃場での選抜と農家参加型評

価を繰り返すことで（図 1）、養分欠乏環境でも高い収量性をもつ

水稲新品種 (FyVary32 とFyVary85）を 2021年にマダガスカルでリ

リースした。FyVary （フィヴァリ）はマダガスカルで「良いお米」と

いう意味をもつ。同新品種はマダガスカルの主力品種 X265に比

べて12－20%高い収量と同等の食味性をもつ（図 2）。同新品種の

原種生産、認証種子生産がマダガスカルで進められている（図 3） 。

品目：水稲実装生産

図1．品種登録のための農家参加型評価試験の様子：生産力試
験（左）、食味試験（右）

図2. 生産力試験における水稲新品種の収量：親品種であ
るIR64とマダガスカルの主力品種X265との比較

図3．種子増殖のための新品種の原種生産の様子
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技術の詳細： https://www.jircas.go.jp/release/2021/press202117
https://www.jircas.go.jp/ja/reports/2022/r20220520

持続的農業集約化

タイトル。技術名と期待される効
果を示します。 

社会的インパクトに向けた
貢献分野を示します。 

この技術が食料サプライチェーンのどの段階
を対象とするのか示します。「調達」「生産」
「加工・流通」「消費」。 

現状での技術開発成果のステー
ジを示します。「基礎」「応用」
「実証」「実装」。 

対象品目または対象分
野を示します。 
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目 次 

 

番号 品目 段階 技術名 社会的インパクト 
貢献分野 

Af-1 ギニアヤム 応用 ギニアヤム遺伝資源利用技術 食料栄養改善 
Af-2 水稲 実装 養分欠乏下で高い生産性をもつ水

稲新品種のリリース 
持続的農業集約化 

Af-3 水稲 実証 アフリカ天水稲作における低品位

リン鉱石直接施用による収量改善 
持続的農業集約化 

Af-4 水稲、トウモロコ

シ、ソルガム等 
実証 アフリカ産低品位リン鉱石の焼成

法による肥料化技術 
持続的農業集約化 

Af-5 水稲 実装 施肥効率に優れ低温ストレスを回

避する水稲生産技術リン浸漬処理 
持続的農業集約化 

Af-6 ソルガム、メイズ、

ササゲ 
実証 地中レーダーによる迅速・高解像度

の土壌図作成法 
持続的農業集約化 

Af-7 ソルガム、メイズ、

ササゲ 
実証 

 
乾燥地での保全農業の最適化 土壌保全 

Af-8 水稲 実装 アフリカにおける低コスト水利施

設マニュアル 
資源管理 

Af-9 水稲、野菜 実装 かんがいスキームにおける水資源

利用効率化に資する技術マニュア

ル 

資源管理 

Af-10 営農 実装 アフリカ小農支援のための営農計

画策定支援プログラム 
生計改善 

Af-11 乳牛 実証 地域飼料資源を用いた発酵 TMR に

よる牛乳生産量と収益性向上 
生業改善 

Af-12 農作物全般 基礎 サバクトビバッタの効率的防除に

向けた行動予測 
総合的病害虫防除 
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https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2017_b02
https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2019_b03
https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2020_b03
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: https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2018_a05
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*2 https://www.jircas.go.jp/ja/reports/2022/r20220601 
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https://www.jircas.go.jp/ja/reports/2022/r20220621 
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1 1990

https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2018_b02
https://www.jircas.go.jp/ja/publication/research_results/2020_b06
https://www.jircas.go.jp/ja/database/farm_management_model_for_shfa 1 
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国立研究開発法人 
国際農林水産業研究センター 

〒305-8686 
茨城県つくば市大わし 1-1 
TEL：029-838-6313 
FAX：029-838-6316 

熱帯・島嶼研究拠点 
〒907-0002 
沖縄県石垣市字真栄里川良原 1091-1 
TEL：0980-82-2306 
FAX：0980-82-0614 

 
公式Webページ 
https://www.jircas.go.jp/ 
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